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■ 第三者有識者のコメント

山口大学とJAグループ山口は、山口県におけ
る農業・関連産業の振興、継続的な地域社会の
発展、人材育成に寄与することを目的として、「産
学共創・連携に関する協定」を締結し、様々な可
能性を模索しているところです。

農業は、気候変動による自然災害の頻発・激
甚化等の影響を大きく受ける産業であることか
ら、環境への配慮・SDGsへの貢献等に向けた取
組みは、重要な課題であると認識しております。

このような中、貴学では学生の皆様や、大学
生協とも連携しながら、温室効果ガスの排出量を
既に基準年比較で23.5％削減されたこと、リサイ
クル弁当箱の回収率が拡大したこと等、まさに「
協同の力」で環境負荷低減に向けた取組みを実
践されていることが伺えました。
この結果が、THE大学インパクトランキングで

の評価での高い評価に繋がっており、我 と々しても
大いに見習うべきであると感じております。

また、令和３年度に設立されたグリーン社会推
進研究会は、「協同の力」で持続可能な社会の実
現を目指すものであり、山口県の農業・地域を未
来につないでいくために、今最も必要な取組みで
あると感じております。
ＪＡグループ山口も参画をさせて頂いておりま

すが、今後の活動や、研究から創出される革新的
な技術に大いに期待をしております。

ＪＡグループ山口では、かけがえのない山口県
の農業・地域を未来へとつないでいくため、農業
やＪＡ事業を通じてSDGsに貢献する「県消県産」
を推進していくこととしております。

山口県農業協同組合中央会
専務理事	 大橋　世紀

そのためには、地域の多様な組織との連携を
今まで以上に強化するとともに、多くの県民の皆
様のご理解・ご協力を頂くことが必要となります。
今後も貴学の最先端の知見やご支援等を頂きな
がら、この取組みを進め、共に未来の山口県を創
り上げていければと考えております。

「ＪＡグループ山口2024中期基本方針」　

ＪＡグループ山口様と山口大学のつながり

９.１　環境報告書の評価

https://www.yamaguchi-u.ac.jp/news/10530/index.html

http://www.ja-yamaguchi.jp/content/files/tyuuoukai/2024kihonhoushin.pdf

https://www.yamaguchi-u.ac.jp/news/10530/index.html
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■ 環境責任者のコメント
国内では、地球温暖化による異常気象

や生態系の変化などの危機的な状況を
受け、これまで以上にカーボンニュートラ
ルへの関心が高まりつつあると実感して
います。
一方、国連の気候変動に関する政

府間パネル（IPCC）の第6次報告書
（2021.8.9）では、気候変動が人間の行
動に起因するものとして強い表現で結論
つけられました。具体的には、社会がこの
まま化石燃料依存型の経済活動を続け
た場合、産業革命以前と比べ平均気温
は2100年までに5.7上昇、極端な雨期や
乾期等の異常気象の増加、非常に大き
な熱帯低気圧の発生、北極圏での永久
凍土融解による炭素放出等の可能性が
報告されています。
さて、このような気候非常事態に対策

するため、本学では「環境目標」に準じて
各種取組を推進しています。この度は、エ
ネルギー消費量の削減では、厳しい気候
条件などの影響により、惜しくも目標値に
0.1％届かず未達成となりましたが、温室
効果ガス排出量の削減においては2030
年度46％削減に対し、現在23.5％の削

減を進めており順調な状況です。さらに、
教育・研究・学生自主活動では、掲載記事
からも読み取れるよう、関係者の環境へ
の地道な取組をご覧頂くことができます
ので、今後のさらなる発展をご期待くださ
い。
なお、環境報告書の評価では、第三者

有識者として本学と地域連携協定関係
にある「ＪＡグループ山口」様に依頼しまし
た。同機関においては、政府の「グリーン
成長戦略」や「みどりの食料システム戦
略」の対応など環境への意識が広いこと
や、現場に最も近い立場で地域の課題や
需要に応えることで農業関係者との繋が
りを構築されていることなど、地域農産業
の旗振り役として幅広く活動されているこ
とからお願いしたしだいです。社会情勢の
変容に伴う業務多忙な折に、第三者評価
をご快諾頂きあらためて心より御礼申し
上げます。
大学機関では、皆様ご存じのとおり

「教育・研究」が主な業務です。これ
は、国連が掲げる持続可能な開発目標
「SDGs」にもゴールとして掲げられ、他
のゴールに深く関連する重要な課題とし
て認識しています。本学の「教育・研究」
活動は、SDGｓと関連付けることで、地域
との連携を促進し、大学構成員一人ひと
りが社会の共通課題へ積極的に取り組
み、「気候変動」への対策を推し進めるよ
う努めてまいりたいと思いますので、皆様
のご協力を賜りますようよろしくお願いい
たします。

国立大学法人山口大学
環境責任者
財務･施設担当副学長
溝部	康雄

　 ９.２　編集後記
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